
 

コース４１ 聖山
ひじりやま

 

リーダー  ＣＬ T/K     ＳＬ E/S 、S/K 

実 施 日  平成 2８年１０月２２日（土）   天   候 晴れ   グレード A上～ Ｂ   

参 加 者  ３３人（男性 ８女性 ２５）    

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

荻川駅東口  5：45 新津駅 秋葉区役所経由 

米山 SA 7：20 7：35 姥捨 SA 9：00～9：15 休憩 

聖山パノラマホテル 9：55 10：10 登山準備、 記念撮影 

聖 山 山頂 11：05 12：00 昼食、記念撮影 

聖山パノラマホテル 12：40 13：55 入浴 

小布施 PA  14：55 15：20 米山 SA 16：25～16：40休憩、買い物 

荻川駅東口 18：20  秋葉区役所前、新津駅西口 

山行等概要（幹事のコメント） 

 今日は雨の心配も無く予定の

時刻に出発。 

 目的地には定刻に到着。登山

準備を整えて登山開始。歩き

始めるとすぐにイノシシの足

跡らしきものが目に入り、辺

りを見渡すが獣の道は見当た

らない。妻の実家に行くと必

ず裏山を散歩するので、その

際に獣の道やイノシシを捕獲

する罠を見かけるので、つい

辺りを見てしまう。また、下見

に来た時にはヤナギランが咲

いていたが、今は枯れ果てて見る影もなし。もう花を見ることは無理かと思いながら登って

いると、ホタルブクロが一輪咲いているのが見つかり、最初に登った頃を思い出し、あの時は

トリカブトの花が咲いていたので、少し期待をして頂上へと目指すが、残念ながら花は無し。

家に帰ってから調べてみると､9月中旬頃咲くとあったので、もう1ヶ月も過ぎているので当

然無理だった。 

 頂上には少し早めに到着。少し霞んでいるが、360 度の山々の風景を見ながら昼食をとる。 

 下山は休憩なしで下ったので、予定より早くホテルに到着。ゆっくり風呂に入り、皆さんロビ

ーにて缶ビールで喉を潤す人、またアイスクリームを食べる人とで、楽しい一時を過ごした。 

 帰路には小布施 PA には買い物希望者が多かったので、少し多めに買い物時間をとり、米山

SAにも立ち寄りよるが、予定よりも40分も早く到着した。 

 今度の山行はゆっくりした行動をとったので、案内書の行程より約 1 時間 30 分程余った感

じだったので、最初の企画書通り JR姥捨駅（スイッチバック）を見学した方が良かったかと

反省しており、また機会があったら計画してみたい。 

 私の今年度の会山行に多数の人から参加いただき、また皆さんの協力をいただきほんとうに

ありがとうございました。厚く御礼申し上げます。 

 



 

  「聖山トレッキング」に参加して 

（1638）C/F  

 

6 月以来の久しぶりのハイキングクラブ、天気予報は晴れ時々曇り。朝集合が早かったに

かかわらず、駅では皆さん早く来てバスを待つ程だった。 

 バスの中から東の空が朝日に染まるのを見るのも久しぶり、山が一日良い天気であります

ようにと祈った。 

聖高原はさわやかに晴れていた。「あの鉄塔の所が頂上」と教えてもらい」、そう高くも遠く

もないなあと思った。旧スキー場の脇のジグザクの道をススキやよもぎの間をぬって歩いた。

この時期なので花は少なく、アカツメクサやノコンギク等、一本見つけたホタルブクロをみ

んなで見入った。道は旧スキー場跡なのか広いが石があり、歩きにくかった。休憩の度、眼下

のパノラマホテルをいつまでも見ることが出来、少しずつ高さを感じた。頂上近くの木々は

紅葉し、落葉を始めている木も多く見られた。 

３６０度見渡せる頂上は､遠くに雪のいただく山もあり、登ったことのない山々の名前と形

を見るだけでうれしく楽しかった。この景色は雨では見られないので、十分満喫して下山し

た。 

下りの途中では白樺の幹、紅葉した木々は鮮やかで、平地より一足早く冬の準備をし始め

ている山を見て満足した。天気に恵まれて良かった。 

リーダーや一緒に参加した皆さん、ありがとうございました。 

 

聖山パノラマホテル前にて 


